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１ 使用するプリント コク×スク レベル 1-2 様々な情報を関係付けて、結論を出す 

２ 単元の目標 

（1）比較や分類、関係付けなどの情報の整理の仕方について理解を深め、それらを使うことができる。  

〔知識及び技能〕(2)イ 

（2）目的に応じて必要な情報に着目して要約し、内容を解釈することができる。  

〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ 読むこと(1)ウ 

 

３ 学習の流れ 

【① 導入】これまでの学習から、様々な情報を関連付けて考えたことを振り返る。 

 

 

 

 

【②展開】個人で問題を解く（15 分程度）。その後、全員で答え合わせを行う。 

★10 分ほどが経過したら、立ち歩いて話し合ったり、わからない部分を話し合ったりするよう助言す

る。 

★考え方がわからない生徒には挙手をさせ、適宜助言を行う。 

 〈問１ 助言の参考〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでは、「あるニュースサイトの記事」をもとに問題の選択肢の言葉と比較して捉えるこ

とが必要です。記事と選択肢を比較して、互いに線を引いてみましょう。 

イの「高い人気」、「巨峰」は記事の中にありましたが、「デラウェア」の話はないですね。 

アの一九八八年、十八年後（2006 年－1988 年）というのは、記事の中にある正しい情報

ですね。 

以前読んだ説明的な文章の中で、筆者は一つの事実やデータだけでなく、複数の事柄をも

とに結論を述べていましたね。今日は、さらに発展して、複数の資料から情報を関連付け

て考えることができるようになりましょう。 
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〈問２ 助言の参考〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【③まとめ】今日学習した内容を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 指導のポイント 

○【①導入】では、具体的な文章を提示することも考えられる。 

〇【②展開】の問２の場面では、結論と事実やデータとの関係を板書して整理しながら進めることも考え

られる。 

 

５ ほかに考えられる使用方法 

○「読むこと」でグラフが用いられた文章を読んだ後に「コク×スク レベル 1-2」を単元テストとして

使用し、定着度を測るために使用することもできる。その際は、【②展開】だけを取り上げて 20分程度

の解説の時間を設けるとよい。 

そうですね。そのように一つ一つの情報に注目しながら比較して捉えたり、選択肢アのよう

に「2006 年は 1988 年の 18 年後だから正しい」と、情報どうしの関係からわかることを捉

えたりすることも大切ですね。 

「導くことができる結論」の中の、「生産者の作りやすさ」、「消費者の人気」

は「あるニュースサイトの記事」の中に書かれていることですね。 

「導くことができる結論」を踏まえ、それぞれの資料からどのような情報が必要か考え、

捉えることが重要です。ここでは、「導くことができる結論」のようにまとめるためにはど

の情報に着目するとよいかを考える必要があります。 

今日の学習では、様々な情報を関連付けて結論を出すことを学びました。様々な情報を関

連付けるときにはどのようなことをするとよいですか。また、情報をもとに結論を出すと

きに気をつけることは何ですか。 

結論と事実やデータには必ずつながりがあるので、それらがしっかりつながっ

ているかを考えることが重要だと思います。 

情報どうしに注目して、線を引いたり印をつけたりするとよいと思います。 

様々な情報を関連付けて結論を出すことは、読むことだけでなく、話すことや書くことで

も生かすことができます。また、日常の中でも生かせる場面はたくさんあるので、今日学

んだことを意識していきましょう。 

それに、「導くことができる結論」を読むと、巨峰とピオーネは栽培面積が減

少傾向、または横ばいということがわかります。そして、「データ１」にはこ

れと同様のことが書かれています。 


